
一　

は
じ
め
に

歌
学
書
は
書
写
過
程
に
お
い
て
大
き
な
変
容
や
改
変
が
生
じ
る
場
合
が
多

い
。
内
容
的
に
も
、先
行
す
る
歌
学
書
の
記
述
を
引
き
継
ぐ
記
事
も
多
い
た
め
、

記
述
を
そ
の
ま
ま
著
者
の
思
想
の
直
接
的
な
表
出
と
見
な
す
こ
と
に
は
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。本
稿
で
扱
う
藤
原
清
輔
や
顕
昭
の
時
代
に
お
い
て
す
ら
、

先
行
歌
学
書
の
多
く
が
散
逸
し
て
お
り
、『
奥
義
抄
』に
せ
よ『
袖
中
抄
』に
せ
よ
、

そ
れ
ら
が
先
行
書
の
記
述
を
引
き
継
い
で
い
る
可
能
性
に
常
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
も
院
政
期
初
期
の
歌
学
書
は
、『
綺
語
抄
』
や
『
和
歌
童
蒙
抄
』

の
よ
う
に
歌
語
辞
典
や
例
歌
集
、
歌
語
注
釈
書
等
の
様
々
な
側
面
を
も
ち
、
著

者
の
「
思
想
」
の
表
出
と
し
て
読
み
う
る
物
は
多
く
な
い
。

特
に
清
輔
の
著
述
に
は
、
自
身
の
手
に
よ
っ
て
増
補
改
訂
さ
れ
た
と
思
し
い

箇
所
が
多
数
存
す
る
こ
と
を
、
川
上
新
一
郎
が
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

性
格
の
書
物
は
、
様
々
な
増
補
改
訂
の
段
階
を
反
映
す
る
伝
本
が
生
成
さ
れ
、

さ
ら
に
後
人
の
加
筆
や
抄
出
が
施
さ
れ
た
本
文
が
存
し
て
い
る
た
め
、
著
者
自

身
の
改
定
の
過
程
を
辿
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
歌
学
書
が
多
様
な
形
態
の
写
本
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、

享
受
史
的
に
は
む
し
ろ
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
、
書
写
者
や
享
受
者
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
の
軌
跡
を
と
ど
め
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在
残
さ
れ
た
写
本
の
書

写
面
を
観
察
す
る
こ
と
で
諸
本
の
性
格
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
清

輔
の
著
述
意
図
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
作
者
の
意
図
や
思
想
を

超
え
て
、
本
文
、
書
写
面
な
ど
が
甚
だ
し
く
変
容
す
る
性
質
を
も
つ
書
物
そ
の

も
の
の
あ
り
方
を
論
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
清
輔
が
著
し
た
『
和
歌
初
学
抄
』
を
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら

考
察
し
て
い
く
。
す
で
に
久
曾
神
昇
、
川
瀬
一
馬
、
川
上
新
一
郎
に
よ
り
成
立
、

書
誌
、
伝
本
な
ど
基
礎
事
項
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
小
林
強
、
日
比
野
浩
信
は

古
筆
切
を
検
討
し
て
お
り
、
渡
部
泰
明
、
佐
藤
明
浩
、
田
尻
嘉
信
、
岩
淵
匡
に

梅
田　

径

『
和
歌
初
学
抄
』
の
書
面
遷
移

　
—

項
目
配
置
と
享
受—
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よ
り
個
別
項
目
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
岩
淵
の
論
考
は
『
和
歌
初

学
抄
』
を
歌
語
辞
典
と
捉
え
る
視
点
を
提
示
し
た
も
の
で
、
日
本
語
学
の
立
場

か
ら
辞
典
と
し
て
の
性
格
を
考
察
す
る
。
こ
の
性
格
付
け
に
対
し
て
稿
者
は
若

干
の
異
見
を
持
つ
が
、
重
要
な
見
方
で
あ
る
。

二  

『
和
歌
初
学
抄
』
の
諸
本

伝
本
と
分
類
を
確
認
す
る
。
久
曾
神
、
川
瀬
、
川
上
に
よ
り
諸
本
分
類
が
行

わ
れ
て
お
り
、
特
に
川
上
分
類
が
現
在
の
研
究
水
準
を
示
す
。

Ⅰ
類
本

ａ
イ
天
理
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
本
、
同
蔵
伝
二
条
為
氏
筆
本
（
天

理
図
書
館
善
本
叢
書
）、 

志
香
須
文
庫
蔵
本
、
中
央
大
学
図
書
館
蔵

伝
藤
原
為
家
筆
本 〈
目
白
大
学
蔵
零
本
〉

　

ロ
国
会
図
書
館
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本

ｂ　

彰
考
館
蔵
金
森
本
、
家
蔵
滋
岡
庫
本
、
書
陵
部
蔵
待
需
抄
本

ｃ
イ
書
陵
部
蔵
谷
森
本
、
書
陵
部
蔵
梶
井
宮
本

　

ロ
松
平
文
庫
蔵
本
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
本

Ⅱ
類
本

ａ　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
藤
原
為
家
筆
本
、
書
陵
部
蔵
同
上
転
写
本

（
日
本
歌
学
大
系
底
本
）、
家
蔵
聖
護
院
本

ｂ
イ
鶴
見
大
学
蔵
本

　

ロ
寛
文
二
年
版
本
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
一
本

諸
本
は
、「
秀
句
」
と
「
物
名
」
の
項
に
お
い
て
、
各
標
目
の
下
に
列
挙

さ
れ
る
語
句
が
少
な
く
整
然
と
し
て
い
る
Ⅰ
類
本
と
、
語
句
が
多
く
雑

然
と
し
て
い
る
Ⅱ
類
本
と
に
大
別
さ
れ
る
。（
略
）

そ
し
て
、
Ⅰ
類
本
は
、
書
写
年
代
の
格
段
に
古
い
ａ
イ
が
中
心
で
、
そ

れ
と
は
か
な
り
異
な
る
本
文
を
持
つ
の
が
ｂ
で
あ
る
。
ａ
ロ
は
ａ
イ
を

底
本
と
し
て
ｂ
を
対
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
ｃ
は
イ
ロ
と
も
に
誤
写
が

多
い
こ
と
も
あ
っ
て
系
統
を
確
定
し
難
い
伝
本
を
一
括
し
た
も
の
で
、

将
来
の
解
明
を
俟
つ
べ
き
点
が
多
い
が
、
い
わ
ゆ
る
混
態
本
か
と
思
わ

れ
る
伝
本
で
あ
る
。

Ⅱ
類
本
は
ａ
が
中
心
で
、
ｂ
の
イ
ロ
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
順
次
末

流
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
分
類
に
影
響
は
な
い
が
、付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
が
二
点
あ
る
。
ま
ず
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
影
印
公
開
さ
れ
、
赤
瀬
信
吾
の
解
題
で
そ
の
性
格

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
該
本
は
日
本
歌
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
本
の

親
本
で
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
と
さ
れ
、

古
写
本
の
多
い
Ⅰ
類
ａ
本
系
統
に
も
引
け
を
と
ら
ず
、
鎌
倉
期
か
ら
Ⅰ
類
Ⅱ
類

の
両
系
統
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
彰
考
館
蔵
金
森
本
は
室
町

末
か
ら
江
戸
初
期
の
書
写
に
か
か
る
よ
う
だ
が
、他
は
江
戸
期
の
写
本
と
な
る
。

ま
た
石
澤
一
志
が
平
成
二
十
二
年
度
和
歌
文
学
会
大
会
に
お
い
て
目
白
大
学
蔵

の
零
本
を
紹
介
、
鎌
倉
時
代
写
の
Ⅰ
類
ａ
イ
系
統
の
善
本
で
あ
る
こ
と
を
報
告

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ⅰ
類
ａ
イ
系
統
本
に
さ
ら
に
古
本
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。諸
本
の
書
写
年
代
や
書
誌
に
つ
い
て
は
川
上
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
川
上
は
自
身
の
類
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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目
に
付
く
特
徴
を
一
、二
あ
げ
れ
ば
、
Ⅰ
類
本
は
、「
嘉
応
元
年
七
月
日

殿
下
仰
抄
出
之
」
の
奥
書
を
持
ち
、
一
方
Ⅱ
類
本
は
「
初
学
抄　

清
輔

朝
臣
撰
」
の
尾
題
を
も
つ
な
ど
の
点
が
あ
る
。
し
か
し
、異
同
の
中
心
は
、

「
秀
句
」
と
「
物
名
」
の
項
に
お
い
て
各
標
目
の
下
に
列
挙
さ
れ
る
語
句

の
順
序
と
数
で
あ
る
。

川
上
の
分
類
は
基
本
的
に
本
文
異
同
に
依
る
。
だ
が
、
諸
本
は
奥
書
や
語
句

順
序
等
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
書
写
面
に
も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
従
来

の
文
献
学
的
研
究
は
、
本
文
の
文
字
の
異
同
に
重
点
を
置
き
、
書
写
面
の
様
相

か
ら
書
物
の
性
質
を
考
え
る
と
い
っ
た
観
点
は
な
か
っ
た
。

『
和
歌
初
学
抄
』
で
は
、各
写
本
の
書
写
面
に
配
置
さ
れ
る
文
字
の
位
置
関
係
、

す
な
わ
ち
書
写
面
の
差
異
が
書
物
の
性
質
を
左
右
し
て
い
る
。
諸
本
で
特
に
書

写
面
の
差
異
が
甚
だ
し
い
の
は
、
目
次
に
示
さ
れ
る
項
目
と
、
そ
れ
ら
の
項
目

の
下
に
配
置
さ
れ
る
下
位
の
項
目
の
表
記
の
な
さ
れ
方
で
あ
る
。
上
位
下
位
の

各
項
目
の
関
係
性
は
一
定
の
構
造
を
も
つ
。
目
次
と
項
目
の
対
応
や
、
項
目
ご

と
の
配
列
な
ど
、こ
の
構
造
の
記
述
の
形
式
が
、書
写
面
の
大
き
な
差
異
と
な
っ

て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
奥
義
抄
』
を
論
じ
た
小
稿
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
目
次
や
項
目
の
順
序
や
配
置
に
よ
る
内
容
面
に
お
け
る
構
造

と
書
写
面
の
形
式
と
の
対
応
を
「
情
報
構
造
」
と
称
し
た
。
本
稿
も
こ
れ
を
踏

襲
す
る
。

三　

書
面
遷
移—

目
次
と
の
対
応—

管
見
の
及
ぶ
限
り
、『
和
歌
初
学
抄
』
の
伝
本
の
す
べ
て
に
は
冒
頭
に
目
次

が
付
さ
れ
て
い
る
。
目
次
は
概
ね
「
古
歌
詞
、
由
緒
詞
、
秀
句
、
諷
詞
、
似
物
、

必
次
詞
、
喩
来
物
、
物
名
、
所
名
、
万
葉
集
所
名
、
読
習
所
名
、
両
所
歌
」
と

記
す
が
、
対
応
す
る
項
目
の
書
式
は
本
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、
そ
も
そ
も
目

次
と
対
応
す
る
項
目
見
出
し
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
伝
本
す
ら
存
在
す
る
。
以

下
諸
本
の
項
目
表
記
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る

の
か
を
考
察
す
る
。
な
お
、
書
陵
部
蔵
本
は
待
需
抄
本
、
谷
森
本
、
梶
井
宮
本
、

冷
泉
家
時
雨
亭
部
文
庫
蔵
本
の
転
写
本
が
あ
る
が
、
今
回
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
蔵
本
の
転
写
本
の
み
を
扱
い
書
陵
部
蔵
本
と
呼
称
す
る
。
こ
こ
で
は「
諷
詞
」

と
「
読
習
所
名
」
の
項
目
表
記
を
例
示
す
る
が
、
ま
ず
は
「
諷
詞
」
か
ら
確
認

し
よ
う
。
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「
諷
詞
」

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
Ⅱ
類
ａ
）

書
陵
部
蔵
本
（
Ⅱ
類
ａ
）

※
版
権
の
都
合
に
よ
り
、ウ
ェ
ブ
版
で
は
図
版
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ペ
ー
パ
ー
版
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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天
理
図
書
館
伝
二
条
為
氏
筆
本
（
Ⅰ
類
ａ
イ
）

中
央
大
学
本
（
Ⅰ
類
ａ
イ
）
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鶴
見
大
学
本
（
Ⅱ
類
ｂ
イ
）

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
（
Ⅰ
類
ｃ
ロ
）

※
版
権
の
都
合
に
よ
り
、ウ
ェ
ブ
版
で
は
図
版
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ペ
ー
パ
ー
版
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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各
伝
本
は
多
様
な
書
写
面
を
形
成
す
る
。「
諷
詞
」
の
箇
所
の
そ
れ
を
簡
単

に
分
類
し
て
み
よ
う
。

①　

項
目
見
出
し
が
地
の
文
の
上
部
に
付
け
ら
れ
る
も
の
。（
冷
泉
家
時
雨

亭
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
本
）

②　

項
目
見
出
し
が
存
在
し
な
い
も
の
。（
天
理
図
書
館
伝
為
氏
筆
本
）

③　

項
目
見
出
し
は
記
述
さ
れ
な
い
が
、
朱
点
に
よ
り
階
層
が
表
記
さ
れ
る

も
の
。（
中
央
大
学
本
、
目
白
大
学
本
、
国
会
図
書
館
本
）

④　

項
目
見
出
し
が
一
行
書
で
統
一
さ
れ
る
も
の
。（
鶴
見
大
学
本
）

⑤　

項
目
見
出
し
が
箇
条
書
き
の
も
の
。（
松
平
文
庫
本
）

③
は「
諷
詞
」の
項
目
見
出
し
が
存
し
な
い
も
の
の
、項
目
開
始
位
置
の「
又
」

字
の
上
に
朱
三
点
（
∴
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
本
は
、
他
に
朱
一
点
（
・
）

も
確
認
さ
れ
、
本
文
に
対
し
て
朱
点
が
項
目
の
位
置
お
よ
び
階
層
を
示
す
目
印

と
な
っ
て
い
る
。
他
の
本
も
や
や
異
同
が
あ
る
が
階
層
別
に
朱
点
を
つ
け
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
る
。

④
鶴
見
大
学
本
は
江
戸
期
の
写
本
で
、
本
文
研
究
上
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
だ
が
項
目
位
置
は
前
一
行
を
空
け
て
、
続
く
地
の
文
と
区
別
で

き
る
よ
う
に
文
頭
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
形
式
で
目
次
に
あ
る
全
て
の
項

目
が
規
則
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
松
平
文
庫
本
は
、
他
の
本
と
は
異
な
る
特
異
な
体
裁
と
本
文
を
持
つ
江
戸

期
の
写
本
で
あ
る
。
文
献
学
的
に
は
評
価
の
低
い
本
で
あ
る
が
、
各
項
目
は
箇

条
書
き
で
書
写
面
の
高
い
位
置
に
記
さ
れ
て
お
り
、
地
の
文
も
項
目
ご
と
に
開

始
位
置
を
変
え
な
が
ら
写
さ
れ
て
お
り
、
箇
条
書
き
の
見
出
し
と
あ
い
ま
っ
て

階
層
意
識
の
強
い
書
写
面
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
並
べ
た
だ
け
で
も
、そ
の
書
写
面
の
多
様
性
が
把
握
で
き
よ
う
。

中
央
大
学
本
と
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
は
と
も
に
鎌
倉
時
代
の
写
と
見
ら
れ

る
古
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
書
写
面
は
大
幅
な
違
い
を
表
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
差
異
は
、
各
本
が
あ
る
段
階
で
大
き
く
変
容
し
た
時
に
だ
け
に
起
こ
る
現
象

と
は
限
ら
な
い
。
親
子
関
係
に
あ
る
本
に
も
変
容
は
起
こ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
本
と
を
確
認
し
よ
う
。
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「
読
習
所
名
」

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
Ⅱ
類
ａ
）

書
陵
部
蔵
本
（
Ⅱ
類
ａ
）

※
版
権
の
都
合
に
よ
り
、ウ
ェ
ブ
版
で
は
図
版
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ペ
ー
パ
ー
版
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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右
に
「
読
習
所
名
」
の
項
目
箇
所
を
示
し
た
。
書
陵
部
蔵
本
は
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
蔵
本
の
忠
実
な
転
写
本
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
は
前
丁
か
ら
地
の
文
が
少
し
ず
つ
左
に
下
が
っ
て
い
き
、「
読
習
所

名
」
項
目
の
直
前
に
あ
る
一
行
分
の
空
白
は
曖
昧
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
左
下
が
り
に
な
る
箇
所
は
他
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
問
題
を
感
じ
さ
せ
る
箇
所

で
あ
る
。

一
方
で
、
書
陵
部
蔵
本
は
一
行
の
空
白
が
明
確
に
示
さ
れ
、
一
字
下
げ
が
明

瞭
で
あ
る
。「
読
習
所
名
」
項
目
の
開
始
位
置
も
明
確
で
、
親
本
よ
り
も
体
裁

を
整
え
て
い
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
は
、
と
も
に
、「
諷
詞
」「
読
習
所

名
」
の
両
項
目
が
同
じ
形
式
で
書
か
れ
て
お
り
、字
詰
め
や
書
面
の
文
字
配
り
、

平
仮
名
字
母
の
選
択
も
、
完
全
一
致
で
は
な
い
が
非
常
に
似
て
い
る
。
一
見
し

て
割
付
の
体
裁
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
配
置
に
つ
い
て
は
調
整
が
行
わ

れ
て
い
る
。
全
体
的
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
ほ
う
が
筆
勢
よ
く
整
理
さ

れ
た
印
象
が
あ
る
が
、
字
配
り
が
不
明
瞭
な
箇
所
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
書
陵

部
蔵
本
が
配
慮
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
臨
模
や
透
き
写
し
と
い
っ
た
「
複
製
」
の
技
法
で
は
生

起
し
得
ま
い
。
こ
う
し
た
小
さ
な
変
容
の
積
み
重
ね
と
、
よ
り
大
胆
な
変
容
と

の
両
方
が
書
写
面
に
は
起
き
る
の
だ
が
、
前
者
の
例
と
し
て
親
本
と
転
写
本
と

の
関
係
が
具
体
的
に
知
る
事
が
で
き
る
点
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
書
陵

部
蔵
本
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
る
。

四　

項
目
表
記
と
系
統
分
類

以
上
の
よ
う
に
項
目
表
記
の
差
異
を
取
り
出
し
て
み
て
も
、
各
写
本
が
様
々

な
書
写
態
度
で
写
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
本
の
項
目
表
記

の
形
式
に
つ
い
て
、
末
尾
の
表
に
ま
と
め
た
。
書
写
面
の
違
い
は
単
純
に
系
統

の
違
い
だ
け
で
は
な
い
。
系
統
を
ま
た
い
で
同
じ
項
目
表
記
が
現
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

「
古
歌
詞
」
の
項
目
表
記
に
注
意
し
て
み
た
い
。
す
べ
て
の
伝
本
を
検
討
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
特
徴
的
な
五
本
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

①　

天
理
図
書
館
伝
為
氏
筆
本
（
Ⅰ
類
ａ
イ
）

②　

中
央
大
学
本
（
Ⅰ
類
ａ
イ
）

③　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
Ⅱ
類
ａ
）
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④　

鶴
見
大
学
本
（
Ⅱ
類
ｂ
イ
）

⑤　

国
会
図
書
館
本
（
一
類
ａ
ロ
）

ま
ず
、
天
理
大
学
蔵
伝
為
氏
筆
本
と
中
央
大
学
本
と
は
「
万
葉
集
」
を
割
注

の
形
で
書
く
。
同
じ
体
裁
で
あ
る
が
、
中
央
大
学
本
に
は
朱
点
が
あ
る
。
古
写

本
は
こ
の
割
注
の
形
式
を
多
く
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
も
系
統
を
異
に
す
る
も
の
の
、
同
じ
体
裁
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
文

系
統
の
差
異
は
必
ず
し
も
書
写
面
の
差
異
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

続
い
て
、
鶴
見
大
学
本
の
形
態
は
、
ほ
か
の
項
目
と
あ
わ
せ
た
形
で
改
行
一

字
下
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
は
末
流
の
伝
本
だ
が
、「
古
歌
詞
」

に
合
点
が
付
さ
れ
、
そ
の
上
で
続
く
項
目
を
す
べ
て
列
挙
す
る
。

書
写
年
代
が
下
り
、
良
質
と
は
言
え
な
い
本
文
を
要
す
る
鶴
見
大
学
本
、
松

平
文
庫
本
な
ど
が
古
写
本
に
比
べ
て
特
異
な
書
写
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
鶴
見
大
学
本
は
す
べ
て
の
項
目
の
位
置
を
揃
え
て
書
き
記
す
こ
と

で
、
整
っ
た
体
裁
を
保
ち
、
規
則
的
で
読
み
や
す
く
書
写
さ
れ
て
い
る
。
松

平
文
庫
本
は
箇
条
書
き
で
項
目
と
同
じ
文
字
の
高
さ
に
「
物
名
」
の
名
な
ど
が

立
項
さ
れ
て
お
り
、
階
層
が
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
「
古
歌
詞
」
が
ほ
ぼ
全
文
追

い
込
み
で
書
か
れ
て
区
切
り
が
な
く
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
想
像
さ
せ
る
な
ど
、
書
写
の
際
重
視
し
た
箇
所
と
そ
う
で
な
か
っ
た
箇
所
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

読
み
や
す
い
書
写
面
を
求
め
る
の
は
、
目
次
と
の
項
目
の
対
応
が
明
記
さ
れ

る
Ⅱ
類
本
だ
け
の
特
徴
で
は
な
い
。
③
の
形
態
、
項
目
表
記
が
存
し
な
い
諸
本

に
お
い
て
は
、
朱
点
に
よ
っ
て
項
目
箇
所
を
指
示
し
て
い
る
。
中
央
大
学
本
、

目
白
大
学
本
、
国
会
図
書
館
本
な
ど
に
は
、
項
目
の
位
置
と
そ
の
項
目
の
階
層

に
朱
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

中
央
大
学
本
で
は
朱
点
で
項
目
表
記
が
な
さ
れ
、
そ
の
朱
点
に
は
三
点
と
一

点
と
が
あ
る
。
三
点
は
、
目
次
に
記
さ
れ
る
項
目
に
付
け
ら
れ
、
一
点
は
、
そ

の
下
位
項
目
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
目
白
大
学
の
零
本
も
、
お
そ
ら
く

は
同
じ
よ
う
に
朱
三
点
と
一
点
と
で
項
目
を
階
層
付
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
項
目
表
記
が
明
確
な
Ⅱ
類
本
に
は
、
強
い
て
朱
点
を
つ
け
る
必
要
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

国
会
図
書
館
本
は
奥
書
に
正
保
五
年
（
一
六
四
八
年
）
の
年
記
が
見
え
る
江

戸
前
期
の
書
写
本
で
あ
る
。
該
本
も
項
目
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
朱

合
点
で
目
次
対
応
個
所
の
位
置
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
「
秀
句
」
の
一
部
で

あ
る
「
其
国
に
は
其
所
名
を
そ
ふ
へ
し
」
の
箇
所
に
誤
っ
て
朱
合
点
を
付
け
て

お
り
、「
秀
句
」
の
次
の
項
目
で
あ
る
「
諷
詞
」
の
項
目
開
始
位
置
は
「
又
そ

へ
よ
む
こ
と
は
…
…
」
で
あ
り
、こ
の
箇
所
に
朱
合
点
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
国
会
図
書
館
本
と
同
じ
Ⅰ
類
ａ
ロ
系
統
の
彰
考
館
本
に
こ
の
朱
合
点

は
な
い
。
国
会
本
の
朱
合
点
は
、
正
し
い
項
目
位
置
に
記
さ
れ
て
い
な
い
個
所

も
あ
り
、Ⅰ
類
ａ
イ
系
統
の
朱
点
本
と
校
合
の
結
果
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

★
14

※
版
権
の
都
合
に
よ
り
、ウ
ェ
ブ
版
で
は
図
版
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ペ
ー
パ
ー
版
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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後
代
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
国
会
図
書
館
本
の
朱
合
点
の

誤
り
は
、
項
目
表
記
の
な
い
本
に
項
目
を
付
け
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
唆
し
て

い
る
。
国
会
図
書
館
本
の
存
在
は
、
元
々
項
目
表
記
の
な
い
本
で
あ
っ
て
も
各

項
目
の
位
置
に
注
意
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
を
証
拠
立
て
て
い
る
。

原
理
的
に
言
え
ば
、
鶴
見
大
学
本
の
よ
う
に
す
べ
て
の
項
目
表
記
が
一
定
の

形
式
を
保
っ
て
い
る
の
が
理
想
的
で
あ
り
読
み
や
す
い
形
で
あ
る
。
ま
た
日
本

歌
学
大
系
は
項
目
表
記
を
上
部
に
配
置
し
て
お
り
、底
本
に
忠
実
で
は
な
い
が
、

鶴
見
大
学
本
に
近
い
版
面
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
書
写
面
の
変
容
は
、
書
写
者
た
ち
が
『
和
歌
初
学
抄
』
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。
書
写
者
た
ち
の
態
度
は
、
親
本
の
体
裁

を
墨
守
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
目
的
に
即
応
し
た
形
に
書
写
面

を
整
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
で
は
、
書
写
者
た
ち
は
『
和
歌
初
学
抄
』
を
、
ど

の
よ
う
な
書
物
と
理
解
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

五　

項
目
表
記
と
読
書
体
験
の
一
致

『
和
歌
初
学
抄
』
の
内
容
を
、
項
目
表
記
と
の
関
係
か
ら
述
べ
る
場
合
に
重
要

な
の
は
、
文
頭
に
置
か
れ
る
「
又
」
の
語
で
あ
る
。『
和
歌
初
学
抄
』
の
構
成

に
つ
い
て
佐
藤
明
浩
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
和
歌
初
学
抄
』
は
、
冒
頭
に
総
論
的
と
見
ら
れ
て
い
る
言
説
が
あ
り
、

以
下
、
第
一
節
に
示
し
た
よ
う
な
項
目
編
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
の
始
め
に
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
い
ま
、
そ

れ
ら
を
一
覧
し
て
み
よ
う
。

歌
を
よ
ま
む
に
は
ま
づ
題
を
よ
く
思
ひ
と
き
心
う
べ
し
。
花
を
よ
ま
む

に
は
花
の
面
白
く
覚
え
む
ず
る
事
、
月
を
詠
ぜ
ん
に
は
月
の
あ
か
ず
見

ゆ
る
心
を
思
ひ
つ
づ
け
て
、
を
か
し
く
取
り
な
し
て
、
古
き
詞
の
や
さ

し
か
ら
む
を
選
び
て
な
び
や
か
に
つ
づ
く
べ
き
也
。 

歌
詞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
古
い
和
歌
の
詞
〕

由
緒
詞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
由
緒
あ
る
詞
〕

秀
句
／
又
歌
は
物
に
よ
せ
て
そ
へ
よ
む
や
う
あ
り
。
な
ぞ
ら
へ
歌
と
い

ふ
に
や
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
縁
語
〕

諷
詞
／
又
そ
へ
よ
む
事
は
、
声
た
が
ひ
た
れ
ど
も
、
た
だ
も
じ
に
つ
き

て
よ
む
な
り
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
掛
詞
〕

似
物
／
又
物
に
に
せ
て
よ
む
こ
と
も
あ
り
。
そ
れ
も
に
せ
き
た
る
物
を

よ
む
べ
き
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
見
立
て
〕

必
次
詞
／
又
さ
だ
ま
り
て
つ
づ
け
て
よ
む
こ
と
あ
り
…　
　

―

〔
枕
詞
〕

か
く
は
い
へ
ど
又
つ
づ
け
ぬ
事
も
あ
り
。
其
証
歌
等
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
枕
詞
の
例
外
的
用
法
〕

喩
来
物
／
又
む
か
し
よ
り
い
ひ
な
ら
は
し
た
る
こ
と
あ
り
…―

〔
比
喩
〕

物
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
事
物
・
事
象
の
種
類
・
異
名
〕

所
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
地
名
〕

万
葉
集
所
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
万
葉
集
歌
の
地
名
〕

読
習
所
名
／
又
花
さ
か
ぬ
の
べ
に
花
を
さ
か
せ
、
紅
葉
な
き
山
に
紅
葉

を
せ
さ
す
る
は
歌
の
な
ら
ひ
な
れ
ど
、
も
の
に
し
た
が
ひ
て
よ
み
な
ら

は
し
た
る
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
景
物
と
地
名
の
対
応
〕

両
所
ヲ
詠
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

〔
複
数
の
地
名
を
詠
む
例
歌
〕
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最
初
の
一
文
か
ら
、
本
書
が
題
詠
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
冒
頭
部
分
は
、
普
通
、
総
論
を
示
し
た
と
こ
ろ
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
総
論
的
部
分

は
「
を
か
し
く
取
り
な
し
て
」
ま
で
で
あ
り
、「
古
き
詞
の
や
さ
し
か
ら

む
を
選
び
て
な
び
や
か
に
つ
づ
く
べ
き
也
」
は
「
古
歌
詞
」
の
導
入
部

分
と
み
る
べ
き
で
、
む
し
ろ
、「
古
き
言
葉
の
…
」
は
、「
秀
句
」
以
下

に
み
ら
れ
る
「
又
…
」
と
い
う
部
分
と
並
列
的
に
捉
え
る
の
が
適
当
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
一
部
の
表
記
を
私
に
変
更
し
た
）

佐
藤
は
、「
を
か
し
く
取
り
な
し
て
、（
又
）、
古
き
言
葉
の
…
」
と
序
文
を

二
つ
に
区
切
っ
て
読
む
べ
き
と
提
言
、「
又
」
と
い
う
語
に
よ
り
項
目
が
分
節

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
た
し
か
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
写
本
で
「
又
」

は
項
目
位
置
に
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
中
央
大
学
本
を
は
じ
め
文
頭
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
和
歌
初
学
抄
』
の
項
目
は
、
書
き
出
し
が
「
又
」

で
始
ま
る
項
目
と
、
項
目
名
が
見
出
し
と
な
る
項
目
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
あ
り
。
前
者
は
、
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
「
秀
句
」「
諷
詞
」

な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。
い
っ
ぽ
う
後
者
は
、歌
語
辞
典
的
な
性
格
を
も
つ「
古

歌
詞
」「
由
緒
詞
」「
物
名
」
な
ど
語
句
や
例
歌
が
列
記
さ
れ
る
項
目
で
、
各
項

目
に
は
多
数
の
羅
列
的
な
下
位
項
目
を
持
ち
、
検
索
性
の
観
点
か
ら
も
『
和
歌

初
学
抄
』
の
辞
書
的
項
目
と
い
え
る
。

逆
に
言
え
ば
、『
和
歌
初
学
抄
』
で
説
明
が
必
要
な
項
目
と
は
、
辞
書
的
な

性
格
が
弱
い
個
所
で
あ
る
。「
又
」
と
書
き
出
さ
れ
る
項
目
は
、「
秀
句
」、「
諷

詞
」「
似
物
」「
必
次
詞
」「
喩
来
物
」
な
ど
和
歌
の
比
喩
表
現
を
扱
う
連
続
し

た
一
群
に
集
中
的
に
見
え
、「
読
習
所
名
」
で
再
見
さ
れ
る
。
Ⅰ
類
ａ
イ
本
系

統
の
古
写
本
に
お
い
て
、
項
目
表
記
が
見
え
な
い
箇
所
と
「
又
」
で
始
ま
る
項

目
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
一
群
で
は
「
又
」
が
見
出
し
の
代
わ
り
と

な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
初
学
者
向
け
歌
学
書
と
し
て
の
『
俊
頼
髄
脳
』

で
あ
る
。
話
題
の
別
に
よ
る
項
目
立
て
や
目
次
を
一
切
持
た
な
い『
俊
頼
髄
脳
』

の
構
造
と
、『
和
歌
初
学
抄
』
の
「
又
」
に
よ
り
分
節
さ
れ
る
一
群
は
、
前
話

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
進
む
性
質
が
共
通
す
る
の
で
は
な
い
か
。
項
目
立
て
や
目

次
が
な
い
書
物
は
、
話
題
ご
と
に
読
む
個
所
を
区
切
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
検

索
性
を
付
与
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
構
造
は
、
た
と
え
ば

物
語
や
随
筆
と
い
っ
た
、
項
目
や
話
題
の
分
割
を
も
た
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
割
さ
れ
る
構
造
を
も
た
な
い
書
を

「
読
本
」
と
称
し
て
お
き
た
い
。
歌
学
書
に
お
い
て
も
、後
述
す
る
よ
う
な
『
俊

頼
髄
脳
』
や
、
多
く
の
和
歌
を
例
示
し
歌
病
な
ど
に
も
触
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

ら
を
立
項
し
な
い
『
古
来
風
躰
抄
』
の
よ
う
な
書
物
も
、
読
本
的
な
書
物
で
あ

る
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
和
歌
初
学
抄
』
は
、「
又
」
で
繋
辞
す
る
文
章
構
造
を
も
つ
項
目
と
、
語
彙

や
例
歌
を
列
挙
す
る
項
目
と
に
よ
り
、
歌
語
辞
典
と
読
本
と
い
う
ふ
た
つ
の
性

格
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
、
目
次
に
記
す
よ
う
な
和
歌
の
項
目
の
集
積
と

し
て
整
理
し
た
書
物
だ
と
い
え
る
。
辞
典
的
な
部
分
は
と
も
か
く
、
和
歌
の
修

辞
技
法
に
関
す
る
項
目
は
ど
れ
か
一
つ
だ
け
習
得
し
た
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
意

味
が
な
い
も
の
だ
ろ
う
。最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
み
通
す
必
要
が
あ
る
箇
所
だ
。

Ⅰ
類
ａ
イ
系
統
に
代
表
さ
れ
る
項
目
表
記
を
欠
く
諸
本
は
、
全
体
と
し
て
読

本
的
性
格
を
強
く
持
つ
本
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
項
目
立
て
が
明
確
に
配
置
さ
れ

★
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た
、
書
写
年
代
の
新
し
い
諸
本
は
、
目
次
と
項
目
と
を
完
全
に
一
致
さ
せ
る
こ

と
で
、
階
層
関
係
が
明
瞭
で
、
辞
書
的
な
利
用
が
可
能
な
本
と
し
て
書
写
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
中
央
大
学
本
等
の
項
目
開
始
位
置

に
付
さ
れ
る
朱
点
は
、
こ
の
よ
う
な
「
読
本
」
的
な
性
格
の
本
文
の
書
写
面
を

維
持
し
た
ま
ま
、
項
目
ご
と
の
検
索
を
容
易
に
す
る
べ
く
工
夫
し
た
本
な
の
で

あ
る
。

書
写
者
は
、『
和
歌
初
学
抄
』
の
項
目
階
層
や
利
用
目
的
か
ら
、
読
本
と
辞

書
と
い
う
二
つ
の
性
格
の
ど
ち
ら
を
強
く
押
し
出
す
か
を
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
読
本
的
な
書
写
態
度
（
項
目
の
標
示
を
徹
底
し
な
い
）
と
、
歌
語
辞
典
的

な
書
写
態
度
（
項
目
が
明
示
さ
れ
る
）
と
を
生
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
写
面
を
形

成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
「
読
本
」
と
「
辞
書
」
の
性
格
は
、
書
写

面
の
変
容
に
よ
っ
て
初
め
て
表
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
又
」
で
項
目
を
区
切

り
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
異
な
る
規
則
性
を
も
つ
『
和
歌
初
学
抄
』

の
内
容
的
な
性
質
自
体
に
存
在
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

六　

享
受
と
利
用—

辞
書
と
読
本—

こ
こ
で
は
、
実
際
に
『
和
歌
初
学
抄
』
に
読
本
と
辞
書
と
い
う
二
様
の
性
格

付
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
論
じ
た
い
。『
和
歌
初
学
抄
』
を
引
用
す
る
歌
学

書
類
の
記
述
を
列
挙
す
る
。

Ａ
『
五
代
集
歌
枕
』

（
黒
田
彰
子
編
『
五
代
集
歌
枕
』
み
ず
ほ
出
版
、
二
〇
〇
六
）

く
し
か
は　

久
慈―

常
陸

　

万
廿　
　

く
し
か
は
ゝ
さ
け
く
あ
り
ま
て
し
ほ
ふ
ね
に

　
　
　
　
　

ま
か
ち
し
ゝ
ぬ
き
わ
は
か
へ
り
こ
む 

　
　
　
　
　
　
　
　

之
自
奴
偽
伎                      

　
　
　
　
　
＊
歌
番
号
・
一
三
七
一 

出
典
・
万
二
十
・
四
三
六
八
。

歌
下
部
余
白
に
「
為
常
州
之
由
見
初
学
抄
か
／
三
本
無
之
予
書

入
之
」
と
あ
り
。

Ｂ
『
和
歌
色
葉
』（
歌
学
大
系
）

五
代
集
の
難
義
は
ち
か
ご
ろ
の
奥
儀
抄
、
初
学
等
に
み
え
た
る
を
、

こ
れ
に
存
略
を
加
え
て
最
要
を
い
だ
さ
ば
…
…

Ｃ
『
夜
の
鶴
』（
歌
学
大
系
）

初
学
抄
と
申
て
、
清
輔
朝
臣
の
か
き
を
か
れ
候
も
の
に
も
、
哥
を
よ

ま
む
に
は
、
ま
つ
題
の
心
を
よ
く
心
う
へ
し
と
候
と
お
ほ
え
候
。

Ｄ
『
色
葉
和
難
集
』（
歌
学
大
系
）

一
、
お
し
て
る
や

古　

お
し
て
る
や
な
に
は
の
う
ら
に
焼
く
塩
の
か
ら
く
も
わ
れ
は
お

ひ
に
け
る
か
な

初
学
抄
云
、
お
し
て
る
や
と
は
し
ほ
う
み
を
い
ふ
な
り
云
々
。
に
ほ

て
る
と
は
み
ず
う
み
を
い
ふ
な
り
。

Ｅ
『
了
俊
一
子
伝
』（
歌
学
大
系
）

一
、三
代
集
の
歌
の
外
に
、
つ
ね
に
可
披
見
抄
物
事
。
三
十
六
人
の

家
集
等
、
伊
勢
物
語
、
清
少
納
言
枕
草
子
、
源
氏
物
語
等
也
。
こ
れ

ら
は
歌
心
の
必
々
付
物
也
。
又
は
詞
の
た
め
稽
古
に
は
初
学
抄
、
俊
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頼
髄
脳
、
顕
註
密
勘
、
一
字
抄
な
ど
也
。

Ｆ
『
溪
雲
問
答
』（
歌
学
大
系
）

初
学
抄
に
歌
を
詠
ま
ん
に
は
、
先
題
を
よ
く
思
ひ
解
き
得
べ
し
と
有

り
。（
中
略
）
三
書
に
い
へ
る
ご
と
く
、
題
を
心
に
得
る
事
も
か
た

か
る
べ
し
。

以
上
の
範
囲
か
ら
も
、
歌
の
難
義
に
対
す
る
論
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る
か
、

題
詠
歌
を
詠
む
手
引
書
と
し
て
読
ま
れ
る
か
と
い
う
、
二
様
の
読
ま
れ
方
が
存

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
題
詠
歌
を
詠
ず
る
手
引
と
し
て
読
む
な
ら
ば
、
修

辞
技
法
を
中
心
と
す
る
一
群
の
記
事
を
も
つ
『
和
歌
初
学
抄
』
は
、
最
初
か
ら

全
て
読
み
通
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
Ｂ
や
Ｅ
の
例

の
よ
う
に
、
和
歌
の
難
義
や
、
証
歌
の
存
在
を
示
す
書
と
し
て
利
用
す
る
な
ら

ば
、
個
別
の
項
目
へ
め
く
り
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
辞
書
か
読
み
物
か
択
一
的
に
読
ま
れ
方
が
規
定
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。「
題
の
心
を
よ
く
心
得
る
」こ
と
を
記
す
書
と
し
て
読
む
に
せ
よ
、

「
詞
の
た
め
稽
古
」
に
読
む
に
せ
よ
、
難
義
の
証
と
し
て
読
む
に
せ
よ
、
そ
れ

ら
が
峻
別
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
項
目
へ
飛
び
や
す
い
構
造
を
持
っ

て
い
る
本
も
頭
か
ら
読
む
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、『
和
歌
色
葉
』
の
よ
う
に

証
拠
能
力
を
も
つ
辞
書
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
、
辞
書
と
し
て
の
利
用

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
も
い
る
。

七　

お
わ
り
に

現
在
残
さ
れ
る
『
和
歌
初
学
抄
』
の
諸
伝
本
は
、そ
の
本
文
だ
け
で
は
な
く
、

体
裁
や
割
付
も
多
様
に
異
な
っ
て
い
る
。
最
古
写
と
み
ら
れ
る
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
と
天
理
大
学
本
と
の
間
に
す
ら
差
異
は
認
め
ら
れ
、
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
、
鶴
見
大
学
本
や
松
平
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
の
よ
う
に
多
様
な
書

写
面
が
現
れ
て
い
く
。
書
写
面
の
差
異
は
、
忠
実
な
転
写
関
係
に
あ
る
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
本
と
の
間
に
す
ら
生
起
し
て
い
る
。
鶴
見
大
学

本
や
松
平
文
庫
本
等
は
、利
用
目
的
に
よ
り
適
合
す
る
体
裁
へ
変
容
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
様
な
書
写
面
が
生
成
す
る
の
は
、『
和
歌
初
学
抄
』
の
よ
う

な
雑
多
な
内
容
を
包
括
す
る
歌
学
書
に
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内

容
を
整
理
す
る
構
造
や
、
項
目
の
記
述
の
体
裁
な
ど
が
多
様
で
あ
り
、
複
数
の

項
目
が
立
ち
、
そ
の
項
目
ご
と
の
記
述
の
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
書
物
に
起
こ

る
現
象
で
あ
る
。

『
和
歌
初
学
抄
』
は
、
項
目
ご
と
に
体
裁
が
異
な
り
、
項
目
と
下
位
項
目
お
よ

び
地
の
文
と
の
関
係
も
複
雑
で
あ
る
。
つ
ま
り
書
写
者
が
書
写
面
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
余
地
が
大
き
い
書
物
と
い
え
る
。
歌
学
書
を
連
続
す
る
文
字
列
と
し
て
で

は
な
く
、
情
報
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
、
そ
の
設
計
か
ら
、
書
写
や
享
受
に

よ
る
受
容
と
改
変
ま
で
視
野
に
入
れ
、
考
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
。

伝
本
が
少
な
い
歌
学
書
で
は
、
書
写
面
の
変
容
が
「
い
つ
の
段
階
で
」
始
ま
っ

た
の
か
を
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
す
で
に
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
本
と
の
関
係
に
お
い
て
、
よ
り
合
理
的
な
書
写
面
を
形

★
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成
し
て
い
く
様
相
が
観
察
で
き
た
よ
う
に
、
完
璧
な
臨
模
本
で
な
い
限
り
、
書

写
は
必
ず
親
本
と
異
な
っ
た
部
分
を
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
書
写
面
へ
の
興
味
は
院
政
期
の
頃
か
ら
著
者
自
身
に
も
存
在
し
て

い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
天
双
地
単
の
罫
線
を
も
ち
情
報
の
割
り
付
け
に
非
常
に

注
意
を
払
う
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
お
よ
び
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の

『
袖
中
抄
』
な
ど
、
書
写
面
へ
の
こ
だ
わ
り
は
院
政
期
の
歌
学
書
が
成
立
し
た

時
点
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
享
受
の
観
点
か
ら
書
写
面
の
設
計
に
注
意
す
る
と
、
一
書
が
ど
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
改
変
さ
れ
た
の
か
を
、
本
文
の
異
同
と
は
異
な
る
側
面
か
ら

は
考
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
書
写
面
の
変
容
は
、
具
体
的
に
い
つ
ど
の
よ
う
に

起
こ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
形
態
の
多
様
性
は
そ
の
ま
ま
諸

本
の
性
格
を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

書
写
面
を
構
築
す
る
行
為
は
書
写
者
が
本
文
の
情
報
構
造
を
確
定
す
る
作
業

に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
情
報
構
造
の
解
釈
は
一
様
で
は
な
く
、

多
様
な
書
写
面
が
生
成
さ
れ
る
。
諸
本
の
比
較
に
よ
っ
て
判
明
す
る
の
は
、
書

写
面
の
変
容
と
は
ま
っ
た
く
野
放
図
か
つ
無
作
為
な
現
象
で
は
な
く
、
諸
本
が

ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
か
を
示
す
指
標
に
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
。
ど
の
よ
う
な
変
容
が
起
こ
り
や
す
く
、
ど
の
よ
う
な
箇
所
が
変
化
し

に
く
い
の
か
。
そ
れ
は
書
写
者
が
ど
の
よ
う
に
読
み
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た

か
の
〈
歴
史
〉
な
の
で
あ
る
。

親
本
の
書
式
が
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
変
容
可
能
性
の

実
証
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、
現
存
し
て
い
る
諸
本
の
あ
り
方
そ
れ
自
体
が
享

受
の
様
相
の
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
も
ま
た
、
本
文
の
「
揺

れ
」
な
ど
と
同
じ
く
享
受
の
変
容
幅
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

む
ろ
ん
、
善
本
の
調
査
と
評
価
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
方
で
、
書
写
展

変
に
よ
っ
て
諸
本
が
変
わ
る
な
ら
ば
、
そ
の
変
容
自
体
も
重
要
な
享
受
の
一
側

面
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
こ
と
は
、
奥
書
や
外

徴
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
「
事
実
」
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
諸
本

は
、
私
た
ち
が
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
書
写
者
た
ち
の
解
釈
の
蓄
積
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
今
現
在
に
残
さ
れ
た
本
が
ど
の
よ
う
な
性

質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
内
容
の
み
か
ら
の
把
握
と
は
異
な
っ
た
角
度
か
ら

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

歌
学
書
と
書
写
面
と
の
関
係
は
一
様
で
は
な
い
。
本
稿
は
そ
の
関
係
の
解
明

の
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。 

★
17
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項
目

古
歌
詞

由
緒
詞

秀
句

諷
詞

似
物

必
次
詞

喩
来
物

物
名

所
名

万
葉
所
名

読
習
所
名

両
所
名

諸
本

萬
葉
集

表
記
の
有
無

◯
◯

◯
�

�
�

�
�

◯
◯

◯
�

◯

配
置
位
置

改
行

割
注

改
行

一
行
空

・
改
行

改
丁

一
行
空

・
改
行

改
行

改
行

一
行
空

・
改
行

一
行
空

・
改
行

一
行
空

・
改
行

改
行

一
行
空
・
改
行

表
記
の
有
無

◯
◯

◯
�

�
�

�
�

◯
欠
落

◯
�

◯

配
置
位
置

一
朱
点

割
注

一
朱
点
・
一
行

空
・
改
行

三
朱
点
・
一
行
空
・
改
行

三
朱
点

三
朱
点

三
朱
点

三
朱
点

三
朱
点
・

改
行
・
一
行
空
欠
落

三
朱
点
・

一
行
空
・
改
行
三
朱
点

三
朱
点
・
一
行

空
表
記
の
有
無

○
○

○
�

�
�

�
�

○
○

○
�

○

配
置
位
置

改
行

全
項
表
記

・
割
注

改
行

改
行

改
行

改
行

改
行

改
行

改
行

改
行

改
行

改
行

改
丁
・
改
行
・

一
行
空

表
記
の
有
無

○
○

○
�

�
�

�
�

○
○

○
×

○

配
置
位
置

改
丁

一
行
空
・
改
行
改
行
・
一
行
空
改
行

改
行

改
行

改
行

改
丁

改
行

改
行

改
行

一
字
空
・
改
行

表
記
の
有
無

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

配
置
位
置

改
行

割
注

改
丁
・
改
行

一
行
空
・
改
行
頭
書

改
行

改
行

改
丁
・
改
行

改
丁
・
改
行

改
行

改
丁
・
改
行

頭
書
・
改
行

一
行
空
・
改
行

表
記
の
有
無

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

配
置
位
置

改
行

割
注

改
丁
・
改
行

改
行

頭
書

一
行
空
・
改
行
改
行

改
丁
・
改
行

改
丁
・
改
行

改
行

改
丁
・
改
行

頭
書
・
改
行

改
行

表
記
の
有
無

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

配
置
位
置

一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行
一
行
空
・
改
行

表
記
の
有
無

○
○

○
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

配
置
位
置

一
行
空
け
・
改

行
改
行

一
行
空
・
改

行
・
改
丁

改
行
・
改
丁

改
行
・
改
丁

改
行
・
改
丁

改
行
・
改
丁

改
行
・
改
丁
・

一
行
空

改
丁
・
改
行

改
丁
・
改
行

改
丁
・
改
行

改
丁
・
改
行

改
丁
・
改
行
・

一
行
空

表
記
の
有
無

◯
○

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

配
置
位
置

改
行

追
い
込
み

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

表
記
の
有
無

◯
○

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

配
置
位
置

改
行

追
い
込
み

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

箇
条

鶴
見
大

（
Ⅱ
bイ
）

祐
徳
稲
荷
神
社

（
Ⅱ
bロ
）

祐
徳
稲
荷
神
社
蔵

一
本
（
Ⅰ
cロ
）

松
平
文
庫
蔵
本

（
Ⅰ
cロ
）

天
理
大
学
蔵
本

（
Ⅰ
aイ
）

中
央
大
学
蔵
本

（
Ⅰ
aイ
）

彰
考
館
蔵
本

（
Ⅰ
aロ
）

彰
考
館
蔵
金
森
本

（
Ⅰ
b）

冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
蔵
本
（
Ⅱ
a）

書
陵
部
蔵
本

（
Ⅱ
a）

■
『
和
歌
初
学
抄
』
諸
本
の
項
目
配
置
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【
付
記
】

本
研
究
は
平
成
二
一
年
度
和
歌
文
学
会
十
一
月
例
会
の
口
頭
発
表
に
基
づ

い
て
成
稿
し
た
。
席
上
多
く
の
先
生
方
か
ら
ご
指
摘
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
掲
載
の
画
像
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

本
は
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

和
歌
初
学
抄 

口
伝
和
歌
釈
抄
』（
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
五
）、
天
理
図
書
館
蔵
伝
為
氏
筆
本
は
『
天
理
図
書
館
善
本
叢

書 

平
安
歌
論
集
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
）、
松
平
文
庫
本
は
木
村

晟
編
『
和
歌
初
学
抄 
翻
字
本
文
・
用
語
索
引 

附
載 

影
印
本
文
』（
大
空
社
、

一
九
九
七
）
の
影
印
を
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
、
そ
の
他
は
国
文
学
研
究
資
料
館
・

国
立
国
会
図
書
館
か
ら
提
供
さ
れ
た
紙
焼
写
真
を
利
用
し
た
。
閲
覧
と
図
版

掲
載
の
許
可
を
下
さ
っ
た
関
係
各
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
本
研
究
は
平

成
二
二
〜
二
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
の
成
果
で
あ
る
。

【
註
】

★
1 

川
上
新
一
郎
「『
和
歌
初
学
抄
』
伝
本
考
」（『
慶
応
義
塾
大
学
付
属
研
究
所 

斯
道
文
庫
論
集
』
第
一
輯
、一
九
八
三
・
三
）
↓
同
『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
）。

★
2 

佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系 

第
二
巻
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
二
）
解
題
。

★
3 

川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
五)

。

★
4 

小
林
強
「
中
世
古
筆
切
点
描—

架
蔵
資
料
の
紹
介
（
二
）—

」（
大
取

一
馬
編
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
九 

中
古
中
世
和
歌
文
学
論
集
』
思

文
閣
出
版
、
一
九
九
八
）。

★
5 

日
比
野
浩
信
「『
和
歌
初
学
抄
』
の
古
筆
切
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』

第
一
九
号
、
一
九
九
六
・
三
）。

★
6 

渡
部
泰
明
「
院
政
期
の
縁
語
の
位
相—

藤
原
清
輔
『
和
歌
初
学
抄
』

の
秀
句
を
め
ぐ
っ
て—

」（『
上
智
大
学
国
文
科
紀
要
』
第
一
一
号
、

一
九
九
四
・
三
）。

★
7 

佐
藤
明
浩
「『
和
歌
初
学
抄
』
物
名
「
稲
」
の
窓
か
ら
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究
』

第
一
五
輯
、
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
）。

★
8 

田
尻
嘉
信
「
読
習
所
名
」
私
注
」（『
文
化
報
』
二
二
、
跡
見
学
園
女
子
大
学

短
期
大
学
部
文
科
国
文
専
攻
、
一
九
九
六
・
三
）。

★
9 

岩
淵
匡
「
和
歌
初
学
抄
〈
由
緒
詞
〉
に
お
け
る
語
彙
」（
早
稲
田
大

学
教
育
学
部
『
学
術
研
究 

人
文
科
学
・
社
会
科
学
篇
』
第
一
五
号
、

一
九
六
六
・
一
二
）。

★
10 

川
上
前
掲
書
。

★
11 

『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

和
歌
初
学
抄 

口
伝
和
歌
釈
抄
』（
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
五
）。

★
12 

川
上
前
掲
書
。

★
13 

梅
田
径
「
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
奥
義
抄
』
の
情
報
構
造—

歌
学
書
の

割
付
を
中
心
に
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要. 

第
３
分
冊
』

五
六
輯
、
二
〇
一
〇
・
三
）。

★
14 

石
澤
一
志
の
教
示
に
よ
る
。
目
白
大
学
本
は
巻
子
本
に
改
装
し
た
折
、
丁
の

順
番
を
や
や
入
れ
替
え
て
い
る
都
合
で
、
項
目
表
記
の
「
萬
葉
集
所
名
」
の

箇
所
を
す
り
消
し
た
後
が
あ
り
、
そ
こ
に
朱
点
が
薄
く
確
認
で
き
る
。

★
15 
佐
藤
前
掲
論
文
。
一
部
私
に
表
記
を
変
更
し
た
。

★
16 
こ
の
よ
う
な
性
質
の
書
物
と
し
て
は
『
俊
頼
髄
脳
』
が
参
考
に
な
る
。『
俊

頼
髄
脳
』
の
よ
う
に
項
目
分
割
の
な
い
書
を
辞
書
の
よ
う
に
検
索
し
て
使
う

の
は
、
不
可
能
で
は
な
い
に
せ
よ
骨
が
折
れ
る
作
業
で
あ
る
が
、
頭
か
ら
読



56人　文　学　の　正　午　No. 4  January  2013

Article❸

み
通
す
か
ぎ
り
は
項
目
立
て
に
よ
る
内
容
の
分
節
は
不
要
で
あ
る
。
一
方
で

『
俊
頼
口
伝
集
』
の
書
名
を
も
つ
。

★
17 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

袖
中
抄
』（
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
三
）、
橋
本
不
美
男
、
後
藤
祥
子
『
袖
中
抄 

校
本
と
研
究
』（
笠
間
書

院
、
一
九
八
五
）。

う
め
だ
・
け
い
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２
）

 


